
【施策評価調書】

■指標
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■事務事業事後評価　　21年度の検証
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■施策事後評価　　21年度の検証

指標③： 計　　画

実　　績

②

◆◇　指標に関する特記事項　◇◆

③

0

施策傘下事務事業

0

④

21年度

0施策に係る事業費（傘下事務事業費計）の推移

決　　算

18年度

①

当　　初 0

活動量（アウトプット）

政策である「協働」を進めるための手段や環境・基盤づくりのうちのひとつです。
こどもからお年よりまで、まちづくりに参画する楽しみを導き出せるような、活気あるコミュニ
ティの創造を目指すことを目的としています。
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19年度

3件

6-1-3
※高根沢町地域経営計画2006　該当ページ 128

住民生活部 住民課
協働推進担当担　当

リーダー

20年度

0件 0件実　　績

施　策　名

斎藤　耕太郎

0

環
境
変
化

コミュニティビジネスの充実

施　策　の　評　価　指　標 年　　度基　　準　　値
指標①：コミュニティビジネス数

　まちづくり基本条例の理念を具現化するための協働推進計画の策定作
業のなかで検討することとしています。
　協働推進計画の策定作業は平成20年8月29日に開始しましたが、本施策
を含め個々についての具体的な検討には至っていません。
　（まちづくり基本条例は、平成20年6月10日に公布・施行されました。）

地域の活性化、ひいては高根沢町の活性化を促すため、地縁団体の認証取得やＮＰＯ法
人＊化を支援し、子供からお年寄りまでまちづくりに参画する楽しみを導きだせるような、活
気あふれるコミュニティの創造を目指します。その推進策の一つとして、コミュニティビジネス
＊の展開を検討・企画します。（※「高根沢町地域経営計画2006」からの抜粋）
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⑤

施策達成にどう貢献しましたか？（アウトカム）

19年度 20年度

まちづくり基本条例の理念を具現化するための協働推進計画の策定作業のなかで検討することとしています。協働推進計画の策定作業は平成20年8
月29日に開始しましたが、本施策を含め個々についての具体的な検討には至っていないことから、本指標を記載することができません。
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施策達成状況に関する評価 課題と今後の方向性
住民協働推進計画の策定作業（Ｈ２２．１．２８町長に答申）のなかで、協働の基盤（協働しやすい制度
や仕組み）としての是非や協働推進計画に盛り込む項目とするか検討・協議しましたが、結果として、
必要性・重要性は認めるが拙速な創設・運用は見合わせること、まずは協働の理解や普及啓発を重視
すべきこととの合議に至ったため、この計画では項目として盛り込まないこととになりました。

総合評価
検討委員の議論の中で、当施策の是非を検討したことを評価する。
結果として、まずは協働の理解や普及啓発を重視することを踏まえ、後期計画において当施策のあり
方は検討しなければならないが、今後まちづくり協働推進計画で協働への理解が進み、地域活性化
のための一つの手法として当施策の展開が必要となるのか状況等を確認していくこと。
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